
岐路に立つ世界遺産～表面化する矛盾と課題 

朝日新聞大阪本社 編集委員 中村俊介 

 

はい。朝日新聞大阪本社の中村といいます。45分

ぐらいですかね。よろしくお願いいたします。時間

もないのでちょっと少々急ぎ足になるかもしれませ

んけれども。私は30年ほどでしょうか、朝日新聞

というところで、東京、福岡、そして大阪で、点々

と移動しながら、歴史あるいは考古学、さらには文

化財、そして世界遺産、このようなことを軸に取材

をしてきました。東京時代は文化庁とかも担当したことがあるものですから、そういう面

もあって、20年ほどですか、世界遺産も見てきました。それで、いろいろと幸いなこと

に、私が行く先々で世界遺産が推薦され、九州は立て続けに3回、世界遺産委員会、世界

各地であるんですけれども、そこにも3度ほど実際に現地で取材させていただきました。 

私は研究者ではございません。新聞記者、マスコミの人間なので、むしろ皆さんと同じ

ような、目線で世界遺産をとらえてきました。そういうことをやっていますと、世界遺

産、素晴らしい。こっちの古市、百舌鳥、非常に素晴らしい。これもいろんなところで、

そのすばらしさは、皆さん、お聞きになっていると思います。でも、取材活動をしており

ますと、ちょっといろんな課題が見えてくる。あるいは、もう来年で世界遺産条約も50

年、半世紀になろうとしていると、いろんな制度劣化といいましょうかね、矛盾みたいな

ものが噴き出してきています。そういうものが、とても目につくようになっている。けち

をつけるわけではなくて、そういうことに直面すると、そして向き合うということが、さ

らにいろんな資産、遺産を、公正に、よりよく守られていくことになるんじゃないのかな

と思って、あえてですね、今日は、あまり普段、皆さんが見ることのない世界遺産の課題

というものを、少しだけ紹介してみよ

うと思います。 

これはどこだか、おわかりでしょう

か。とても綺麗ですね、山の中ではご

ざいません。これはお隣、堺の、いわ

ゆる大山
だいせん

古墳、仁徳陵古墳ですね（図

１）。仁徳天皇陵、ご存知のように宮

内庁の管理、陵墓ですので、ここに入

ることはできません。ところが、今

月、先月かな。もう本当にひと月ほど

前に、今ここで、新聞ニュースでご存

知の方もいらっしゃると思いますけれ
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図１ 大山古墳（仁徳天皇陵古墳）第１堤より

墳丘を臨む 



ども、堺市とそれから宮内庁の合同調査がございまして、その結果がプレスにも公開され

ました。そして私も見ることができました。とても貴重です。普段は、これは、奥は墳丘

なんですけれども、この角度では見れないところなんですね。第1堤というところまでし

か入れない。ここで調査があったんですけれども、ここから覗くことができました。とて

も綺麗ですね、やはり人が踏み入れない、立ち入れないので、自然がよく残っているんで

す。秋の紅葉も綺麗ですし、エメラルドグリーンの濠の水がとても綺麗ですね。 

ここで何をやったのかとい

うと、これはトレンチという

ものを堤上に入れまして、そ

の状況を調べる（図２）。こ

れを見ると、真ん中に、さし

示している、これは何かとい

いますと、これが円筒埴輪と

いうものです。この筒状の土

管状の、樽
たる

のような埴輪が、

びっしりと列をなして、この

堤の上に2列になって、墳丘

側、そして墳丘の外側に2列

になって、大体、間は30メ

ートルぐらいですかね、並ん

で走っているんですね。これ

全体取り巻くということにな

りますと、何十万本という世

界になると思います。これが

円筒埴輪。しかし、上からで

すから、頭のほうを欠いてい

るわけで、よくわからない。

本当に土管なのかなと思いま

すけれども。 

これ、実はちょうどつい1週間か2週間、1週間前ですか。お隣、峯ヶ塚
みねがつか

古墳ですね、

これも世界遺産の中ですが、峯ヶ塚古墳の現地説明会がありましたので、私もたまたま見

に行ったんですけれども、同じ円筒埴輪、これ円筒埴輪ですね（図３）。おそらく、こっ

ちのほうから、造り出しから落ち込んだんじゃないでしょうか。横になっています。さっ

きのは頭の方、口の方しか見えませんでしたけども、これすごくよくわかりますね。こん

な形してたんだ。 

同じ世界遺産の中でも、このように見れるところと、そして先ほどの陵墓だから立ち入
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図２ 大山古墳（仁徳天皇陵古墳）第１堤で検出された

円筒埴輪 

図３ 峯ヶ塚古墳 墳丘北側クビレ部 造り出し付近の 

発掘調査 



れない、なので普段は見れないというところがある。同じ世界遺産なのに、やっぱり不思

議だなあと思ったところですが、このように、補完するような形で、円筒埴輪の姿とか、

古墳の状況というのは、比較検討してわかる良い例だと思います。 

これは、先ほどの元に戻り

まして、仁徳陵古墳、このさ

っきこちらのほうに円筒埴輪

の列があったんですけれど

も、間を調査してみると、び

っしりと拳大ぐらいの大きさ

でしょうか、敷石があるんで

すね（図４）。これも、また

大変な、おそらくこれが、3

ヶ所、4ヶ所のトレンチで、

全部そういう状況なので、堤

上を、こういうびっしりと敷石がめぐっていたと考えられる。これも、また莫大な労働力

が課されていたということになりますね。こういうこともわかってくる。 

このように、同じ地元の百舌鳥、そして古市の中でも、これに、この特殊性なんですけ

れども、やはり宮内庁管理の立ち入れない陵墓としての場所がある一方で、誰もが立ち入

れるというわけではないんですけれども、比較的見やすいというような、公開されてい

る、あるいは公開されていない古墳が両方共存してるというのが、この百舌鳥・古市古墳

群の特徴だと思います。 

実は、ここからですけれども、今の話は、ごく最近の例でお話したわけなんですが、皆

さん、世界遺産と言いますと、多分こういうものを思い浮かべると思います（図５）。こ

れはドイツのケルンの大聖堂です。これ、私、若き日の私なんですけども、ちょうどこの

地下で地下鉄の工事がありまし

て、ここにはローマ時代のその

遺構がたくさん眠っているんで

すね。オペラの取材で行ったん

ですけども、ついでにこの文化

遺産の取材もしてきました。こ

の巨大なケルンの大聖堂、黒々

として、なかなか勇壮ですけど

も、これも何やら、大気の酸性

雨かな、何か煤
すす

がこびりついた

結果、黒くなってしまったとい

う、これも気象変動とかにも関
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図４ 大山古墳（仁徳天皇陵古墳）第１堤表面で検出

された敷石 

図５ 世界各地の世界遺産 

富士山（日本）、アンコール遺跡群（カンボジア）、

ケルン大聖堂（ドイツ） 

 



係するような話なのかもしれません。 

そして、これはアンコール、さきほどの下田さんのお話にあったカンボジアのアンコー

ル遺跡群の、バンテアイ・スレイかな、どの寺院だったかちょっとわかりませんけれど

も、ここでも一見やっぱり素晴らしいです。素晴らしいけれども、実はよく見てみると、

雨で。これ砂岩ですよね、砂岩ですから意外と比較的もろいんですね。経年劣化に加えて

塩害。そして、酸性雨とかもよく言われていますね。そして、何よりもここはカンボジア

のポルポト派との内戦があった舞台ですので、いたるところに、銃の、戦争の傷跡があり

ます。これも、やはりその遺産を脅かしているような要因です。 

これはご存知、富士山、文化遺産ですけれども、富士山は大丈夫だろう…。ところが、

やはりここでも多くの人が登るわけなんで、いろいろとオーバーユース、もう人が来すぎ

るというような、いろんな弊害が起こっているようです。ですから、大なり小なり、やは

り危険に脅かされてるということですね。 

ごく最近の例を言いましょ

う、私も行ったところです。

これはアフガニスタンの中部

にありますバーミヤン（図

６）。ここはですね、仏教遺

跡です。まず、私はこれ

2006年に行ったんですけど

も、こちらに巨大な 38 

メートル東大仏、これ釈迦仏

と言われていますね。そして

こちら、これはさらに大きい

55メートルの西大仏、これは

弥勒と言われています（図

７）。この間に 700 とか

800とか、もう幾つもの石窟

がありまして、ここに鮮やか

な壁画が描かれていました。

いましたが、2001年、21世

紀の一番はじめ、最初に、こ

のときに実権を握っていたタリ

バン、イスラム主義勢力タリバンが破壊してしまいました。ご存知のようにイスラム教は

偶像崇拝を嫌いますというか拒みますね。ということで、こういう大仏があるというの

は、けしからんということなんでしょう。破壊してしまったわけです、ダイナマイトで。

これがこの写真なんですけども、これがありし日の西大仏ですね。足もある。大体作られ
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図６ バーミヤン（アフガニスタン） 

図７ バーミヤン西大仏 



たのが、もう 1000 年ぐらい経ってますので、7 世紀と言ったかな。5世紀か 6 世紀

か、そのくらいですね。ですから、悠久の時間を経過しているので、ある程度やはり壊れ

ますけれども、それでもこのように残っていた。ところが、21世紀のたった1日、一瞬

で、1000年残ってきた、この大仏が跡形もなく吹き飛ばされてしまった。イスラムの時

代になってもずっと残ってきたわけなので、ある程度、その愛着を持って、イスラム教と

いえども一緒に共存してきたわけなんですけれども、狭隘
きょうあい

な考え方の犠牲になってしまっ

た。今の状況はこのような状況です。まだ、いっぱい岩が転がっているんですね。これは

やはり人災、戦争による被害です。 

それで、これはこの中の

一つの、バーミヤンの中の

洞窟の、石窟の一つなんで

すけども、ここ、丸く抉ら

れていますね（図８）。こ

れは壁画を切り取った跡で

す。この切り取られたもの

が、こちらどこあるか。綺

麗な仏様が描いてあります

けれども、実はこれ日本の

中に入ってきていたんです

ね。それで、もうお亡くな

りになりました、有名な

平山
ひらやま

郁夫
い く お

画伯が、文化財赤

十字活動ということをずっ

とやってらっしゃいまし

て、この平山さんのもとに

救出されたのがこの壁画、

これとこれは、ちょうどぴ

ったりと合う。つまり、こ

の壁画も、何も戦争だけで

はなくて、やはり世の中が

混乱すると、これを丸く切

り取って、そして闇のルー

トで国外に流出して、そして高値で取引される、このような、そのお金目的の、闇の流出

文化財というのもたくさんあります。 

これもまたバーミヤンですけれども、こちらは、やはり、足場が組んでいるから、ここ

は何窟だったかちょっと忘れましたけれども、修復作業中の窟だったと思いますが、この
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図８ バーミヤン石窟内壁体の仏教絵画 

図９ 内戦で破壊された仏像（カーブル博物館）と洞窟内

の銃創 



丸いの、これは当然銃創ですね、

大砲なのか機関銃なのかちょっと

わかりませんけれども、いたると

ころに穴がたくさんあいています

（図９）。 

そしてこちら、実はカブール、

僕はシルクロードをやっていたの

でカーブル、カーブルというんで

すけども、首都のカーブル博物館

も、内戦の舞台になりました。屋

根は落ちて、ほとんどもう機能は

しておりませんでした。ただ、残

っているところに、これ元の、全

部、展示品です。おそらく石造の

仏様とかだったと思うんですけど

も、もうこなごなになって並べら

れている。これもまた内戦の、犠牲者と言って良いかもしれません。 

このバーミヤン、実は2001年、タリバンが崩壊した後に、イタリアとドイツとそして

日本が修復を申し出て、東京文化財研究所などが中心になって修復活動をやって、それを

取材しに行った。2006年でしたけれども、その後、やはりアフガニスタン、ご存知のよ
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図 10 2021 年９月１日付 朝日新聞 大阪本社版 

文化面 

図 11 カーブル国立博物館前の石碑 

「A NATION STAYS ALIVE WHEN IT'S CULTURE STAYS ALIVE.」 



うになかなか安定しない。非常に危険な状態になってきまして、しばらくその修復チーム

も入れないという状態がずっと続いております。 

そういう中で、今年の夏ですね、ついこの間、再びタリバンが実権を握ってしまいまし

た。彼らには彼らの言い分があるのかもしれませんけれども、やはりどうしても私どもの

脳裏を横切るのはバーミヤンの大仏の爆破、文化財は大丈夫だろうか。人の命はもちろん

ですけれども、文化財はまた壊されるんじゃないだろうか、という悪夢がよみがえりまし

た。 

それで、かつてバーミヤンの地に立った人間として、このような新聞記事も書いてみた

りはしていたんです（図10）。こう考えてみると、やはりその文化遺産の最大の敵とい

うのは、戦争とか、地域紛争とか、ですよね。先ほどの大仏も1000年も生き長らえてき

たのが、一瞬で吹き飛ばされてしまう。とても悲しいことです。 

これカーブル博物館、この博物館の前に、実はこういう石碑があるんです（図11）。

まだ、今もあるようです。なんて書いてあるか。「A NATION STAYS ALIVE WHEN 

IT'S CULTURE STAYS ALIVE．」（ア ネイション ステイズ アライブ ウエン イ

ッツ カルチャー ステイズ アライブ）、つまり、文化が生き残れば、その国もまた生

き残るよ、というような、本当教訓めいた文言だと思います。まさに、今タリバンもね、

昔ほど過激じゃないようですので、大丈夫かなと思っているんですけれども。ぜひ国とし

て、国際社会で認められていたいのならば、こういう文化財、文化を大切にしてもらいた

いなと思っております。 

このようにですね、今の戦争の一番悲しい部分でしたけども、他にも文化財を危機にさ

らしている要件というのはたくさんあります（図12）。例えば、気候変動ですね、もち

ろん温暖化、そして、それに伴う環境の変化、酸性雨とかですね。あるいは、水面の上昇

とかもあると思います。温暖化になれば、小さい南太平洋の国々なんていうのは、いっぱ

い文化遺産もあるんですけれども、やはりその海面が上がってしまえば、全部それも駄目

になっちゃう。これもやはり、気候変動の影響になりますよね。 

そして、火災、自然災害、例えば、具体的にはやはり、自然災害といえば、地震です

ね、我々としては。そして水害もありますし、台風もあります。これ後で、具体例をお見

せしましょう。 

それから先ほど言いました、戦争、それから地域紛争。そして、地域コミュニティの崩

壊と維持困難、これどういうことなのかというと、遺産を守るっていうのは、やはりその

地元の皆さんの愛着の気持ち。その地元の方々が、理解を示してくれないと、遺産という

のは守れません。しかし、今、どんどんどんどん過疎化が進んでいますね。そして、地域

意識も少なくなってきてるように思います。そうなりますと、当然地元の財産にも愛情も

なくなっていく、そういう状況の中で遺産を支えられていけるだろうか、という問題があ

ります。 

それからもちろん開発による景観の破壊、それから観光化に伴うオーバーユースや変
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質。どういうことかと言うと、先ほどの富士山もそうでしたけれども、私が昔行った、こ

れは自然遺産ですけれども、縄文杉、屋
や

久
く

島
しま

の縄文杉ですね、そこもやはり10時間かけ

て往復したんですけれども、世界遺産になると、たくさん人が来ます。ふん尿の問題、ト

イレも少ない、そして縄文杉、巨大な杉ですけれども、根っこをみんな踏みつける。縄文

杉だけではありませんけれども、人が踏むことによって、どんどん木が弱くなっていって

しまう。これもやはりオーバーユースの問題ですし、白神
しらかみ

山地
さ ん ち

とかも、入ってくる人たち

のその靴とかに本来はない植物の種がついていたりして、生態系が乱されている。これ、

八丈島
はちじょうじま

でもそうですね。そういう問題があります。 

それから、後で言います、やはり政治的介入とか外交摩擦とか、こういう国家間の、本

当に学術以外のですね、問題はたくさんあるんですね。それから、登録件数の増加等に伴

う管理の不徹底、新規候補の的確な評価審査の難しさ。なかなか難しそうですけども、

今、現在、世界遺産というのは 1154 ですね、1000 件突破してます。そうなります

と、やはり数が多くなればですね、管理もなかなかうまくいかないというところもありま

す。お金もかかりますよね。その管理の不徹底。 

あと、新規物件を登録しようとしても、もうこれだけ多くなると、なかなか、こうロー

カルな、もう地元の人しかわからないようなですね、物件がたくさん出てきます。そうな

りますと、文化遺産を審査する諮問
し も ん

機関は、イコモスというんですけれども、皆さん、専

門家です、専門家ですけども、とても全部すべて網羅しているわけではありませんので、

なかなかこの価値がわかりづらくなってくる。そういう問題もありそうです。 

そして、私、一番大きいと思うのは、この現実社会との条約理念のずれですね。言うま

でもありませんけれども、世界遺産条約というのは、人類資産、遺産を後世に渡そうと、

これが一番の目的です。ところが、経済、あるいは観光、地域活性化、これ大事、とても

 43 

図 12 世界遺産を襲う課題の数々 

 



いいことだと思うんですけれ

ども、それがむしろ後世に手

渡すという、本来の目的を凌
りょう

駕
が

し始めている。そこに、や

はりずれが起こってきている

わけですね。具体的にはたく

さんありますけども、やは

り、これは、バランスが必要

なんだなとは思います。観光

も、観光客が来れば、保護意

識は高まりますよね。でもそれを越えすぎて、オーバーユースになってしまうといろいろ

と難しい面が出てきます。 

はい。具体例をとって、いくつか言いましょう。最近の例ですね、一昨年、私が大阪に

来たのは一昨年なんですけれども、2019年、パリのノートルダム大聖堂が燃えました

（図13）。行かれた方も多いかもしれません。世界遺産、これはもう、誰が何と言って

も、パリに訪れる人は誰でも行くところなんですけども、そのような世界遺産条約に厚く

守られていても、燃えるものは燃えてしまう。形があるものが壊れてしまうのは、仕方が

ないんですけれども、やはり

残念なことですね。 

半年後です。日本でも同じ

ことが起こりました。これは

沖縄、那覇
な は

の首里
し ゅ り

城
じょう

。琉 球
りゅうきゅう

王国という国が、ありました

ね。それまでは日本とはまた

違う国が、あそこには、島津

の侵攻まで、あるいは明治、

廃藩置県の琉球処分まではあ

ったわけなんですけども、こ

の琉球王国の象徴たる首里城

が燃えてしまいました（図

14）。炎がありますね。左側

も、もう跡形もありません。 

もともとどんな形がどんな

ものが建っていったか。これ

です（図15）。朱塗りの、琉

球王国の、尚家
しょうけ

の王様たちが
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図 13 ノートルダム大聖堂の火災 

図 14 首里城の火災 



住んでいたところなん

ですが、ご存知の通

り、これ自体はです

ね、再建です。沖縄戦

で、もう全部破壊され

ていますから。ただ、

この地下には、遺構が

残っています。これが

世界遺産なんですね。

そうとは言ってもです

ね、この建物が、皆さん

の、琉球の、沖縄の方々のアイデンティティを象徴するものではあったわけなんです。こ

れは朝日新聞のほうに残ってた古い写真ですけども、こういう写真があったから、復元が

できたわけなんです（図16）。これ、余談なんですけどね、これわかりますかね、多分

わかりにくいと思いますが、ここに龍の柱があるんですが、実は龍、顔は、こっち、手前

を向けてるんですよね。ところがね、さっきの、この龍の顔が、お互いに向かい合ってま

すね、90度違うんですね、何でこういう復元にしたのか、ちょっとわからないんですけ

れども、ひょっとしたら先ほどの写真が発見される前に、この龍の、建て方は、謎だった

のかもしれません。はい。これは余談なんですけれども。 

私もですね、これがうちのヘリ飛行機から撮った写真ですけれども、西部本社、福岡に

長かったもんですから、一番やはり知ってます。大阪の地からですね、こういう全国面に

解説面を書いたことがござ

います。このようにです

ね、世界遺産で守られてい

るはずの建物も、時とし

て、火災に遭
あ

ったり、破壊

されたりするということが

あります。 

これも日本の資産です

が、明治日本の産業革命遺

産、これは、ちょうど幕末

から明治維新後の間です

ね、23の資産が、近世の江

戸時代、ある意味、いわゆ

る鎖国の時代から世界に門

戸を開いて、それから近代
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図 15 在りし日の首里城 

図 16 大正から昭和初期の首里城 



国家になるという、その遺産

をまとめたものです（図

17）。 

例えば、こういう、この反

射炉、鹿児島の反射炉なんで

すけれども、反射炉というの

は、大砲を作るときの製鉄所

みたいなものです。かなり鉄

を溶かしますから、高温にし

なくてはいけない、大量の鉄

を溶かしますのでね、そのた

めの施設がいる。これは、もう上物はなくなっていますけれども、これが、おそらく、こ

ういう形が、ものがあったんだろうということですね。これは、萩の、やはり反射炉です

ね。そして、こういうレンガ造りの建物、これは、とても昔の歴史遺産だと思いませんよ

ね。でも、このようなポンプ、官営八幡
や は た

製鉄所
せいてつじょ

のポンプ地かな。建物は、こう丸っこいア

ールデコっていうのか、アールヌーボーっていうのか、ちょっと古いめかしい感じですけ

れども、実際にまだ現役で働いている。こういう、いろんなものを23件集めたのが、産

業革命遺産なんですが。はい。他にもありますね、これ普通の工場、これは八幡製鉄の工

場です（図18）。でも、どうやら日本で一番古い工場らしいです。ちょっと地味で見栄

えはしませんけれども、この鉄骨の梁なんていうのは、ドイツから持ってきているのです

ね。これは何となくわかりますよね。いかにも産業遺産、石炭の施設ですね、赤レンガで

こういう櫓
やぐら

が建っています。 

これは何か、これは港なんです。三池
み い け

炭鉱
たんこう

の石炭が積み出された、海の港、港湾施設で

すね。これは当然、下から見ると何のことかわかりませんけど、上から見ると、たまたま

ですけれども、このような鳥のような、ハミングバードといいますけども、ハチドリか

な、カワセミかな、そういう鳥の形をしている、とても優美な形で、これも一つの資産に

なっております。そして、こ

れ、クレーン、これは長崎の

三菱重工長崎造船所のクレー

ンなんですが、巨大ですよ

ね。これ、スクリューです。

人が立っているんですけど

も、豆粒でよく見えないぐら

い巨大なものを、実はこれは

100 年以上前にですね、ス

コットランドで作られた。今
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図 17 明治日本の産業革命遺産 

図 18 カンチレバークレーン、旧八幡製鉄所工場ほか 



も稼動しているのは、世界で

も少ないと聞いています。

120年ぐらいかな、この巨大

クレーンが、いまだに現役で

動いている。これもまた、世

界遺産の一つ。 

そして、一番有名なのがこ

の「軍艦島」です。軍艦「土

佐」に似ているということ

で、通称「軍艦島」、正式に

は長崎の端
は

島
しま

といいますけれども、長崎の沖合に浮かんでいる、浮かんでいるといいます

か、島ですね（図19）。最初はちっちゃい島でした。ここから石炭が出るよということ

で、労働者が、こう、船で行ったり来たり、毎日毎日やっていたと思います。あまり毎日

やるんだったら、ちょっともうここに住み着いちゃえということで、住み着いちゃう。

となると、多分、家が必要でしょう。家ができると、やっぱり家族を呼びたいですよね。

家族がいると、やはりアパートも必要だし、子どもさんがいれば、学校も必要。そして、

娯楽施設も必要。ということで、どんどんどんどん拡張していった人工の島がこの軍艦島

です。これは有名ですから、一番産業革命遺産の、よく象徴のように言われます。 

実際は、世界遺産になっているのは、この生産施設と、古い護岸の部分だけなんですけ

れども、それ以外はやはり国の史跡になっていますので、国の史跡、文化財保護法的な文

化財と、それから世界遺産一緒になって、守られている、という島なんですが、これだけ

の巨大なものを、後世に残していけるのか。 

実は、それの手がかりって

いうのはまだまだ見つかって

ないんですね。普段は入れな

いところなんですが、これは

確か、東京理科大と芝浦工業

大学との調査の時に、私も同

行したものなんですが、これ

見てください（図20）。ボ

ロボロボロとコンクリートが

落ちてきますし、釘もいっぱ

いあります。板も散乱していますし、もう危なくてしょうがない。これを止める術ってい

うのは、今ないんですね。 

こちらは、学校です。学校の一番基礎の部分ですね。当然、周りは海ですね、海なので

海水がどんどん入り込んできています。これが基礎、ここ全部海水です。海水で、どんど
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図 19 「明治日本の産業革命遺産」の「軍艦島」 

図 20 崩壊しつつある「軍艦島」の建造物 



ん腐食が進んでいます。もう、もろくなっていっています。やがて、これが壊れたとき、

当然、上の、世界遺産の上物の、多分10階建てぐらいだったと思いますが、これはね、

一番ここの部分なんですけどもね、ここから海水が流れ込んでいる。これ、中学校と小学

校が一緒になった建物なんですけれども、この大きな建物もおそらく壊れてしまうでしょ

う。時間の問題だと思います。 

そして、これ、これは日本で一番古い鉄筋コンクリートの建物と言われている、30号

アパートなんですけれども、とても頑丈そうですけれども、実はここ壊れちゃっています

ね。さっきのスライドで言いますと、この建物、ここらへんちょっと見えにくいと思いま

すが、まだ綺麗に整っている

んですけれども、今、これ壊

れちゃっていると。これは、

去年のですね、台風10号の

台風の強風の直撃を受けまし

て、壊れてしまった。先ほ

ど、いろんな自然災害の例を

出しましたけれども、こうい

う経年劣化、そして海水とと

もに、台風とか水害とか、そ

のような、危険性も常にはらん

でいる。しかし、これをそのまま凍結保存して守っていこうという技術はまだ見つかって

いません。こんな世界遺産もあるんですね。 

一方で、これは広島の原爆ドームです（図 21）。こちらは、手厚く保存されていま

す。保存工事が定期的に行われています。私がすごいなと思うのは、この建物の前に石碑

があるんですね。原爆ドーム保存工事、何年、何年、ちょっと見えませんけれども、平成

2年、それから平成15年、それから平成28年と書いてあります。このように、保存の

工事を全部記録していっている。この工事を記録するということ自体も、私たちの、その

文化資産、世界遺産を守るという一つの記録になっている。これも、また重要な遺産にな

るんではないのかと思います。 

あと、ちょっと時間はありま

すね。全く違うものをお見せし

ましょう。これは10数年ぐら

い前に、フィリピンに行きまし

た。フィリピンのマニラから

10 時間ぐらい車で行きます

と、すごい田舎の中に、山の中

に棚田
た な だ

が、ライステラスです
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図 21 原爆ドームと「原爆ドーム保存工事石碑」 

図 22 コルディリェーラの棚田（フィリピン） 



ね、これがバーって広がるんですね（図22）。右側、現地では、「天国への階段」と言

われているらしいんですけれども、この棚田。私たち主食がお米で、普段田んぼを目にし

ている日本人にとっては、あまり珍しくないと思うんですけども、やはりパン食とかの欧

米系の人たちとか、お米主食以外の人たちから見ると、それはもうすごい田んぼの連なり

があるなと思うらしいんですね。 

これはイフガオ族という方々の造った棚田なんですが、実はこの棚田を一つ一つ守って

いくには、このように石垣なっていますんで、これをメンテナンスしていかなくちゃなら

ない。これを実際に農家の方々が、毎日毎日、維持をしているんですが、さあ困ったこと

が起こりましたね。これが危機遺産になってしまいました。なぜか。世界遺産になると、

周りにホテルとか、お土産屋さんとか、あるいはレストランとかね、いろんなものができ

ます。それで、農家の後継者たちは、若い人たちが継いでくれるわけなんですけども、こ

れ結構肉体労働ですね、重労働、そしておそらく農家にはそれほど実入りもいいわけでは

ないでしょう。それよりも、やはり周りにできた、ホテルとかね、レストランで働いたほ

うがお金が儲
もう

かるということで、どんどんどんどんそちらのほうに行っちゃった。もとも

と過疎地ですから、マニラのほうへの流出があったんですけども、それでも、ホテルや観

光業が盛況になるにつれて、農家の働き手がいなくなっちゃったんですね。となりま

すと、こういうメンテナンスをしてくれる人もいなくなっちゃう。耕して、お米を作る人

もいなくなっちゃう。棚田というのは、寂
さび

れていくばっかしです。 

つまり、世界遺産になったがゆえに、存続が危ぶまれていったという、この皮肉な例と

して、よく私が出すのがこのコルディリェーラのフィリピンの棚田です。実は、危機遺産

からもう脱しています。脱した後にどのようになったか、ちょっとわかりませんけれ

ども、あまり変わりがないんじゃないでしょうか。 

これはついでですが、私が泊まったホテルでは、夜な夜な、観光客相手に踊りがありま

す（図23）。ただ、このようなきらびやかな衣装を着て踊るというのは、おそらく昔は

予祝行事とか、あるいは収穫のお祭りとかね、1年でも限られていただけなんですけれど

も、観光客相手に毎日見せている。お客さんは喜びますね。ただ、やはりちょっと一歩引

いて考えると、これでいいのか

なと思っちゃいますね。つま

り、お祭りとかそういう行事

を、世界遺産という観光化とい

うのが破壊しているところがあ

るんじゃないでしょうか。 

これはお土産屋さん、お土産

屋さんにいらっしゃった、その

おばあちゃんたちですが、こう

いう特別の服を着ていらっしゃ
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図 23 観光化の進行による伝統文化の変容 



います。観光客と一緒に写真を写って、小銭をもらうということなんですけれども、特別

のときに着る服をこんな感じ。毎日毎日着て、お客様を待っているわけなんですけれど

も、これもちょっと複雑な気がしますね。なんか、何となく悲しげな顔をされている気が

するんですけど、どうでしょ

うか。 

これは、全く違う例です

ね、ウィーンです（図24）。

音楽の都、ウィーン。オース

トリアの首都、かつてのハプ

スブルク家、神聖ローマ帝国

の帝都ですね。当然、京都と

同じような、古い町並みがあ

って歴史地区がありますけど

も、実はこれ、危機遺産になっ

ています。なぜか。ここに、でっかい高層ビルが建つホテルなんですけどもね、計画され

てまして、もうどうなんでしょう、今、建ち始めたのかな。これは、この写真はベルヴェ

デーレ宮というところから、私が写した写真なんですけれども、こちらの、かつて、昔、

ベッロットという、カナレットという、そこでは、現地でいいんですがカナレットという

画家が何人かいましてね、ベッロットが描いた絵、ちょっと構造は違いますが、これとこ

れですね、この塔はこの塔でしょう、この塔はちょっと見えてないですね、角度違います

けれども。かつての画家が描いた芸術作品と同じような風景が残っているんですけれど

も、ここにビルがたくさん建ち始めている。景観が大丈夫かということで、今、危機遺産

になりました。 

これ、実際にホテルの建設現場のところにかかっていた看板ですが、このようなビルが

建つということですね（図 25）。さっきのベルヴェデーレ宮というのはここら辺にあり

まして、逆に見ているところなんですけれどもね。なるほど、ここから見ると、こういう

高層ビルが建つんだなと。ホテ

ル。実は、こちら、こちらは

ね、ベルヴェデーレ宮の、さっ

きの展望台みたいなところがあ

りまして、そこに貼ってあった

看板なんですけど、一体何かと

いうと、実は景観の問題は非常

に複雑で、それを支持する人、

開発には必要だ、いやいや、歴

史地区を守るためには建てない
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図 24 ウィーン歴史地区（オーストリア） 

図 25 ベルヴェデーレ宮と高層ホテル開発 



ほうがいいという人、真っ二

つに割れています。 

どっちかというと、ウィー

ン市は、開発を後押ししよう

というほうが大きかったよう

に思います。ところが、それ

に対してユネスコが異を唱え

たということです。それで問

題化して議論になっているわ

けなんですが、これはベルヴ

ェデーレ宮から、今の看板の拡大なんですけれどね、数字が振ってあります（図 26）。

実は建物、近代的な建物に、看板の上に、写真で、数字を振って、こんなにたくさん近代

的な建物はすでに建っていますよと。つまり、もうすでにたくさん建っているんだから、

もう一本ぐらい建ってもいいんじゃないのかなということを、その開発推進派、これ、市

なのかどうなのかちょっとわかりませんけれども、訴えているようです。なかなか、開発

というのは難しいですね。開発のバランスをとるということは。どちらが正しいとも言え

ない。でも、景観悪化で、このウィーンの歴史地区っていうのは、今、世界遺産から危機

遺産状態にあります。 

実際に、それが現実になった例があります。これは、イギリスのリバプール、ビートル

ズで有名なリバプールですね（図27）。港町です。ここで、太陽の落ちない国かな、大

英帝国の海運業を支えた港町で、海商都市リバプールという名前で世界遺産登録だったん

ですが、今年ですね、今年の蘇州会議で、ついに抹消
まっしょう

されました。世界遺産登録の抹消例

というのは3件、これを含めて3件なんですけれども、この3例目が今年ついに、リバ

プールで、世界遺産は外されてしまいました。 

なぜか。やはり景観の問題なんですね。これはピアヘッドといってですね、ネオゴシッ

ク建築の、ウォーターフロントの目玉の建物ですが、見てわかりますように、このような

超近代的な建物がたくさん建っ

ています。これがまた景観を

阻害するということで、この

ウォーターフロント再開発

が、世界遺産抹消の引き金に

なってしまいました。こっち

はアルバートドッグかな、横

浜にも小樽にも、こういうと

ころはよく見ますよね。 

この都市部の世界遺産の危な
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図 26 「ウィーン歴史地区」と都市開発 

図 27 大英帝国の海運を支えたリバプール 



さ、リスクに、こういう景観の問題というのはかなり大きいんですね。ただ、一概にけし

からんとも言えないのは、実はこのリバプールという町は有名なんですけれども、人口が

かつての最盛期のとき80万人ぐらいいましたが、今はもう50万人切っています。半分

近くなっちゃっている。イギリスの中でも、失業率が突出して高いんですね。なので、こ

のリバプールの地元の人たちは、市民は世界遺産の恩恵よりも、やはり再開発のほうが経

済的に潤
うるお

うということで、そちらを選んだわけなんですね。いい悪いは言えないんですけ

ども、残念だなという気がします。 

ちなみに、ドレスデン・エルベ渓谷、これはドイツ、2 例目の抹消例なんですけれ

ども、こちらは川に、エルベ川に橋を通そうという計画がずっとありましてね。ユネスコ

としては、この橋を通すと景観が壊れるので、それは思いとどまってくれ。いやいやとい

うことで住民投票の結果、世界遺産よりも、その市民の利便性が大事だということで、橋

が作られてしまった、それで抹消された例です。 

これが、さっき政治の介入

の問題を言いましたけれど

も、2015年、先ほどの産業

革命遺産ですね、これを審査

した世界遺産委員会がドイツ

のボンで開かれました。かつ

ての西ドイツの首都ですね、

今大学のある、ベートーベン

の生まれ故郷です。ここで第

39 回世界遺産委員会があり

まして、産業革命遺産が審査されたんですが、私もここにいました（図28）。 

さあ困ったことが起こりました。日韓の泥仕合というものがありましてね。ほぼ、産業

革命遺産、問題なく登録されるだろうな、というところに来て、日本もそうだったんです

が、同じ委員国の韓国が反対

をしたんですね、土壇場で反

対した。なぜ反対したか。産

業革命遺産の中には、先ほど

長崎造船所、三菱重工とか、

あるいは官営八幡製鉄という

のもあると。軍艦島もそうで

す。そこで、かつて韓国が植

民地時代に、そこで自分の国

の人々が、強制労働、この強

制というのは、そうなのか、
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 図 28 第 39 回世界遺産委員会（ドイツ ボン） 

図 29 「明治日本の産業革命遺産」の世界遺産登録

をめぐる日韓の衝突 



そうじゃないのかというところは難しいところなんですけれども、強制労働をさせられ

た、そういう施設を登録するのは、けしからん、ということで、韓国が反対しました。

実は、それまでに〝手打ち〟はできていたんです。ちょうど、今の総理大臣の岸田さんが

外務大臣だったころです。韓国と話をまとめたんですけれども、詰めが甘かったんでしょ

うね。このユネスコの中で、反対しました。 

このように、実はカンファレンスセンター、会場の外では、この韓国の方々が、もうこ

ういう小屋を建てて、反対運動、シュプレヒコールを上げているわけですね（図 29）。

おそらくこの方は、後ろに、三菱の、もし三菱の関係者の方がいたら申し訳ないんですけ

ど、あれが見えるので、うん、多分長崎造船場の関係者の方だと思うんですけどもね。私

もここで働かされたということなのかどうなのか、とにかく反対しますということで、市

民運動の気勢を上げておりま

した。 

結局、新規登録の日という

のは 3 日間あるんですけど

も、最初の日に審議の予定だ

ったんですが、大もめにもめ

て、一番最後に、最終日のぎ

りぎりになって、何とか登録

されました。もし登録されな

かったら、これはこれで大き

なニュースになったはずで

す。議長国ドイツのあっせんもありまして、無事登録されたわけですけれども、大変でし

た。 

こちらはもう結構仰 々
ぎょうぎょう

しく、当時のユネスコ大使とか、この方は青柳さん、文化庁の

長官ですね、とか、長崎の知事の皆さんとか、市長さんとか、内閣の参与とかですね、ず

らりとホテルで並んで記者会見をしているところです（図 30）。我々も、もうどうなる

ことやらということで、私一人

ではとても太刀打ちできず、応

援が来ました。これはソウル支

局の記者、ロンドンのヨーロッ

パ総局の記者、地元ベルリン支

局の記者、そして私を含めて4

人で、毎日、夜討ち朝がけをド

イツの地でやって、これはよう

やく終わって、何とか出稿作業

が終わって、やれやれと、ビー
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図 30 何とか世界遺産登録にこぎつけた「明治日本

の産業革命遺産」の現場のその後… 

図 31 バガンの寺院群（ミャンマー） 



ルを飲もうとしているところ

です。かなり明るいんですけ

れども、もう12時ぐらいだ

と思いますよ。向こうはやっ

ぱり緯度高いですし、サマー

タイムも実施しているので、

結構夜中まで明るいんです

ね。しかし、もう二度とやり

たくないなと。こういう思い

でもありました。 

これもう最後のほうですけれども、これはミャンマーのバガン（図31）。私が行った

ときは、この大地に、こういうネギ坊主みたいな寺院がたくさんポンポンポンとあるんで

すね。それは壮大な景色です。これは朝日です。まだ世界遺産ではありませんでしたけれ

ども、私の行った翌年ぐらいに、世界遺産になりました。でもご存知の通り、今ミャンマ

ーというのは、だいぶ混乱していますね。この政変といいますか、今の状況が、このバガ

ンの遺跡の保護に影響を及ぼさないことを祈るばかりです。 

えー、ということでですね、これは後でちょっとお話する機会があるかもしれません。

これは、長崎と天草の潜伏キリシタン遺産ですけれども（図32）。ここでも、ちょっと

いろいろ問題がありましてね、これは大体、今日、皆さんお持ちになっているレジメの中

に、私が書いた文章の中にもあります。これ、大体今のスライドというのは、それに従っ

てお見せしたものですので、後で読んでいただければと思います。この潜伏キリシタン遺

産にどんな問題があったのかということも触れておりますので、見ていただければと思い

ます。 
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図 32 「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」 

図 33 岐路に立つ世界遺産 



ちょうど時間になりましたので、これ

はちょっとした宣伝なんですけども、一

昨年、私が出した岩波新書の中に、もう

ちょっと知りたいなと思う方は、詳しく

書いておりますので、どうぞ（図34）。 

 このようにユネスコの条約で守られて

いる、厚く厚く守られているはずの世界

遺産も、数々のリスクを抱えている。そ

して、それを守るためには、私たち、そ

れを支える市民の力というのが、これか

ら本当に必要になってくるということを、その一端を、いくつか紹介することでお話をさ

せていただきました。どうもありがとうございました。 
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図 34 中村俊介 2019『世界遺産－理想と

現実のはざまで』岩波新書 


